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兵 

庫 

県 

版 

 

《 １０月２２日以降の日本会議兵庫関連団体の主な催物 》 
 〇11月２日（木）姫路 ６日（月）神戸 1０時半 兵庫縣護國神社秋季慰霊大祭 
     ※３日（金・祝）午前７時 神戸護國神社清掃奉仕活動（活動後お茶とお結び） 要連絡 07055082577  
  〇11月５日（日）1１時半～１３時 憲法街頭活動 神戸大丸前 連絡先 ０７０５５０８２５７７ 
   〇11月18日（土）14時日本会議兵庫中・西播磨支部学習会 「廣瀬武夫」講師 田中昭夫(姫路師友会長） 
         申込先079-224-0885 (FAX) 
    〇11月25日(土)1４時 三島由紀夫・森田必勝両烈士追悼祭(13時３０分開場) 問合先 07055082577  
       (会場：長田神社 2,000円 先着50名会員限定 要予約(申込先月号ご参照) 記念講演；講師百地 章先生)                                    
  〇12月９日（土）1５時 日本会議兵庫神戸支部設立総会（記念講演；講師 西岡 力先生）申込別紙 
     (会場：楠公会館 湊川神社 参加費 事前１,５00円（当日２,０００円）学生割引有 懇親会５,０００円 )              
  〇12月23日（土）８時半～日本会議兵庫中・西播磨支部 姫路護國神社清掃奉仕活動 
  〇 2月11日（日）建国記念の日を祝う会（神戸，姫路） （記念講演；講師未定）  

《
第
三
回 
美
し
い
日
本
の

憲
法
を
作
る
兵
庫
県
民
の
会

総
会
》 

 

九
月
一
五
日
（
金
）
、
「
美

し
い
日
本
の
憲
法
を
作
る
兵
庫

県
民
の
会
」
主
催
に
よ
り
、
神

戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
三
階

の
ハ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

(

神
戸
市
中
央
区)

に
て
、
一
七
時

四
五
分
よ
り
総
会
、
一
八
時
三

〇

分

よ

り

講

演
、
同

ビ

ル

「
は
ぁ
と
す
」
に
て
二
〇
時
〇

〇
分
よ
り
懇
親
会
が
行
わ
れ

た
。 

[

総
会] 

国

旗

儀

礼

の

後
、
国

歌

斉

唱
、
共
同
代
表
（
泉 

和
慶
兵
庫

県
神
社
庁
庁
長
）
挨
拶
、
来
賓

紹

介
、
来

賓

祝

辞
、
意

見

表

明
、
祝
電
披
露
、
活
動
報
告
、

聖
寿
万
歳
と
続
い
た
。 

[

講
演] 

『
あ

り

が

と

う

自

衛

隊
！ 

世
界
の
中
の
日
本
』
と
題
し

て
、
井

上

和

彦

先

生
（
軍

事

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
よ
り
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
ご
講
演
頂
い

た
。
内
容
は
、
大
き
く
分
け
て

自
衛
隊
の
現
状
と
北
朝
鮮
状
況

の
二
点
。
概
要
は
以
下
の
通

り
。 北

方
領
土
と
離
島
問
題
、
尖

閣
諸
島
問
題
の
核
心
部
分
は
ロ

シ
ア
・
中
国
に
す
る
と
ア
メ
リ

カ
が
対
象
な
の
で
日
本
と
の
交

渉
に
応
じ
な
い
こ
と
、
韓
国
経

済
は
朴
槿
恵
時
代
に
中
国
経
済

に
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
、
人
口

比
を
観
る
と
日
本
は
明
ら
か
に

軍
事
小
国
で
あ
る
こ
と
、
集
団

的
安
全
保
障
の
大
切
さ
、
防
衛

予
算
は
保
険
料
、
北
朝
鮮
の
核

実
験
状
況
、
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
は
言
っ
て
は
い
け
な
い

な
ど
言
霊
信
仰
を
防
衛
に
持
込

む
こ
と
の
異
様
さ
、
北
朝
鮮
の

崩
壊
が
中
華
人
民
共
和
国
の
崩

壊
に
繋
が
る
こ
と
、
軍
事
は
戦

争
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
の
も

の
、
北
朝
鮮
の
大
陸
間
弾
道
弾

へ
の
対
応
、
震
災
で
の
日
米
同

盟
・
自
衛
隊
員
の
素
晴
ら
し

さ
、
シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
の
重
要

性
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
・
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る

信
頼
関
係
の
構
築
の
大
切
さ
な

ど
ご
講
演
頂
い
た
。 

 

[

事
務
局
よ
り] 

 

兵

庫

県

版

の

編

集

は
、
毎
月
月
末
締
切
。

翌
月
一
日
～
一
〇
日
編

集
。
一
一
日
～
二
〇
日

印
刷
・
発
送
準
備
。
二

〇
日
発
送
。 

 

投
稿
希
望
の
関
係
者

は
、
原
稿
を
月
末
厳
守

で
お
願
い
致
し
ま
す
。 



 

 

《
第
九
回 

日
本
会
議
東
播
磨

支
部
総
会
》 

 

平
成
二
九
年
九
月
一
〇
日

(

日)

、
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ホ
テ
ル
明

石
に
て
、
第
九
回
日
本
会
議
東
播

磨
支
部
総
会
が
行
わ
れ
た
。 

[

総
会] 

 

国
歌
斉
唱
、
皇
居
遥
拝
、
綱
領

唱
和
、
支
部
長
挨
拶
、
来
賓
紹

介
、
来
賓
挨
拶
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹

介
、
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報

告
、
役
員
紹
介
、
事
業
計
画
及
び

予
算
、
聖
樹
万
歳
な
ど
、
予
定
通

り
行
わ
れ
た
。 

[

講
演
会] 

 

大
高
未
貴
先
生
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
）
よ
り
『
情
報
戦 

慰
安
婦

詐
話
師 

吉
田
清
治
を
操
っ
て
い

た
黒
幕
た
ち
』
と
題
し
て
ご
講
演

頂
い
た
。 

大
ま
か
な
内
容
は
次
の
通
り
。 

 

い
わ
ゆ
る
慰
安
婦
問
題
は
日
本

発
で
あ
り
韓
国
人
の
大
半
は
あ
ま

り
関
心
が
な
い
こ
と
、
中
韓
を
除

い
て
世
界
中
親
日
的
で
あ
る
こ

と
、
日
本
人
が
自
国
に
誇
り
を
持

て
な
い
の
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
エ
キ
ス
を
注
入
さ
れ
た
た
め
で

あ
る
こ
と
、
「
南
京
大
虐
殺
」
は

日
本
発
で
あ
る
こ
と
、
日
本
に
は

「
厚
黒
学
」
が
無
い
か
ら
中
国
に

は
勝
て
な
い
と
中
国
人
か
ら
言
わ

れ
て
い
る
こ
と
、
一
二
一
号
決
議

（
ア
メ
リ
カ
下
院 

対
日
非
難
決

議
）
、
「
強
制
連
行
」
は
朝
鮮
総

督
が
命
令
し
た
も
の
で
は
な
く
朝

鮮
出
身
の
末
端
官
吏
に
よ
る
事
実

を
隠
蔽
し
言
い
触
ら
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
、
旧
社
会
党
か
ら
挺

対
協
に
流
れ
た
資
金
で
ロ
ビ
ー
活

動
が
な
さ
れ
た
結
果
拡
大
さ
れ
た

こ
と
、
慰
安
婦
問
題
の
原
点
は

「
樺
太
裁
判
」
で
吉
田
清
治
が
強

制
連
行
を
で
っ
ち
上
げ
た
の
が
始

ま
り
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
ア
ジ
ア

で
の
戦
後
補
償
の
カ
ラ
ク
リ
に
つ

い
て
語
ら
れ
た
。 

 

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
従
軍
慰
安
婦

事
件
は
、
吉
田
清
治
の
長
男
の
証

言
と
し
て
、
清
治
は
済
州
島
に

行
っ
て
い
な
い
こ
と
、
編
集
者
ら

と
共
謀
し
て
作
っ
た
こ
と
、
韓
国

政
府
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
、
吉

田
清
治
長
男
に
よ
る
謝
罪
碑
撤
去

の
経
緯
、
「
軍
艦
島
」
問
題
も
日

本
発
（
鶴
橋
）
に
よ
る
で
っ
ち
上

げ
が
元
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
曹

渓
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
・
日
本
仏
教

と
の
関
係
、
曹
渓
宗
に
よ
る
国
際

ロ
ビ
ー
活
動
な
ど
、
ご
講
演
頂
い

た
。 
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 憲
法
改
正 

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
！ 


